
－気づき事例拡充・データベース化－

１．背景

２．取り組みの観点

ＩＴＣ資格制度の発展のためにＩＴＣ知名度向上が最重要テーマの１つとして本格的な取り組みが必
要な状況になってきている。

ＩＴＣ知名度向上のためにはまずＩＴＣ実績の見える化が不可欠であり、その手段として事例が最も
適している。さらに、知名度向上にはＩＴＣ個人の努力に加え地域組織の力によりＩＴＣ活動実績をア
ピールしＩＴＣの営業活動を支えることが最も効果的と考えられる。

こうしたＩＴＣ知名度向上に向けた最重要ツールの１つとして気づき事例を位置づけ、Ｈ１７年度にＩＴ
経営応援隊事業の一環としてＩＰＡが作成したものを協会が継承し、事例集として拡充するとともにＩ
ＴＣの広報・営業ツールとしての活動を支援する。Ｈ１８年度に気づき事例のフレームワークの改良、
収集・活用に向けた提案を成果物として完成させた。Ｈ１９年度はその実行に取り組む。

気づき事例を地域組織の知名度向上のツールと位置づけ、事例作成要領・見本の提供、地域組織
の査読員養成等を通じ、地域組織が自律的に気づき事例を収集、活用する基盤構築を支援する。

協会は気づき事例のデータベースを構築し、地域組織が作成した事例集を全国版として公開する
ことにより、ＩＴＣ知名度向上に加え、ＩＴＣのナレッジベースとしての活用も推進する。

事例集を「できるＩＴＣ」の実績アピール、ＩＴＣ差別化のツールとも位置づけ、顕彰制度等ともリンクす
ることにより先行するＩＴＣの価値を高め、ＩＴＣ基盤全体のボトムアップを図る。これは育成・認定委
員会を支援しつつ推進する・

ＩＴコーディネータ協会 支援・開発委員会



事例は地域組織が作成・査読し、自組織ＨＰに掲載して活用。

協会全国版は申請されたものに対し形式審査を経て協会ＨＰ掲載・ＤＢ登録。

全国の地域組織に対し、気づき事例の趣旨、協会支援施策を周知し、作成を勧奨する。

地域組織で査読を終えたものを、組織のＨＰに掲載するとともに各地域で活用推進。

協会は査読ﾏﾆｭｱﾙの提供および地域組織内の査読員養成の支援を行う。

協会全国版ＨＰへの掲載は申請のあったものを形式審査し、ＨＰ掲載、ＤＢ登録を行う。
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本件に関するお問合せ先：
ＩＴＣ協会 事務局 菅（かん）
TEL: 03-5733-8780



ＩＴ経営気づき事例集フレーム
（V0.7）

ＩＴ経営気づき事例集フレーム
（V0.7）

ＩＴコーディネータ協会 気づき事例WG

こうすれば、できる！こうすれば、できる！

1. 気づき事例ＤＢの目的

2. 事例は結果から生まれる？

3. 事例を結果からまとめる例

4. 気づき事例集の考え方

5. 気づき事例集各情報の関連

6. 気づき事例の記入要領 ＜応募者情報 ＞

7. 気づき事例の記入例 ＜応募者情報 ＞

8. 気づき事例の記入要領 ＜フェースシート＞

9. 気づき事例の記入例 ＜フェースシート＞

10. 気づき事例の記入要領 ＜詳細版＞

11. 気づき事例データベースの検索キー
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１．気づき事例データベースの目的１．気づき事例データベースの目的
１．気づき事例データベース作成の目的
先達のＩＴ経営の成功事例や失敗事例を提供する「気づき事例データベース」により、 先達が「経
営課題にどのような解決策を選んだか」、「その経営課題解決策はどのような効果があったか」、
「その経営課題はどのように効率よく解決されたか」等をヒントに、中小企業の経営者に「ＩＴ経営」
について気づいていただくこと、およびＩＴコーディネータがＩＴ経営を支援しようとする場合のツール

の一つとして活用していただくこと、を目的とする。

２．気づき事例データベースの主たる利用者と活用シーン
（１）ＩＴコーディネータ
・ＩＴコーディネータ（以下ＩＴＣ）の活動ツールとする。
・ＩＴＣが支援した気づき事例を周知し、ＩＴＣおよび所属組織の広報ツールとする。
・ＩＴＣの自己啓発ツールとする。

（２）中小企業の経営者
・ベンチマーキングツールとする。
・支援を受けたいＩＴＣの検索ツールとする。

（３）ＩＴ経営支援機関
・中小企業に対するＩＴ経営の事例提供ツールとする。
・中小企業に対するＩＴＣの紹介ツールとする。

３．募集事例
（１）成果事例：ＩＴ経営による活動成果が中小企業の範となるもの
（２）プロセス事例：成果がＩＴＣプロセスガイドラインのいずれかのフェーズまたはプロセ
スにおいて中小企業の範となるもの

ITC協会気づき事例WG
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２．事例は結果から生まれる？２．事例は結果から生まれる？

先達の成功事例も経営戦略立案が完璧で、それを戦略通りに実行したから素晴らしい成果を
上げた、という例は決して多くありません。

あの有名な「デル・モデル」ですら、1999年出版の自叙伝「デルの革命」なかで、戦略が先にあっ
て成功したというより、その成功があって、振り返ってみると、次の４つの競争戦略が躍進の原因
だった、とマイケル・デルは語っています。

1. 市場に対応するスピード

2. 優れた顧客サービス

3. 最高の性能と最新かつ適切な技術をもつ、一貫して高品質なコンピュータをカスタムメイド
で顧客へ提供することへの強い熱意

4. インターネットの可能性をいち早く開拓すること

ここで言いたいことは、事例とは、結果として成功した（あるいは失敗した）ことの振り返りであり、
事例の収集はその結果から始まり、次図のように、その要因を遡って編集すると整理しやすい場
合が多いということです。

ITC協会気づき事例WG
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３．事例を結果からまとめる例３．事例を結果からまとめる例

・理念とは共有すべき価値観

・ビジョンとは将来像や達成したい夢

IT系の課題解決

人間系の課題解決

経営戦略の策定

経営課題

それはこのように
改革を実行したから

このような成功
（失敗）があった

それはこのような
改革をしようと考えたから

それはこのような
経営戦略を考えたから

それはこのような
課題があったから

それはこのような環境変化
や強み弱みがあったから

環境変化・
強み・弱み

経営戦略
実行の結果

理念・ビジョン
・社長の思い※1

当時の
経営力

新たな
経営力

こうして解決した

課題解決
のポイント

社長の困りごと
・期待・夢

課題解決の成果
・トップの一言

きっかけは？
改革のきっかけ、気づき

専門家・制度の支援

ＩＴ活用成功
のポイント

社長の困りごと
・期待・夢

こうして解決した
/一歩踏み出した

企
業
価
値
の
向
上

リーフレットの１頁目

リーフレットの２頁目

※2

※2※1

ITC協会気づき事例WG
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事例集は１事例毎の事例リーフレット（A4１枚モノの両面印刷）とA4
数頁の事例詳細版とする。

１．事例リーフレット版

・文章は経営者の言葉とする。

・事例に関しての経営者の気づきは、自らの経験やおかれた環境に
よって異なったり、気づきの大小がある。全く何らの気づきがない
場合もある。そこで、気づきの参考となる事例を抽出して、ＩＴＣ等が
経営者に説明して手渡せる形態とする。

・適切なる事例抽出により、１事例見開きの印刷事例集としても意識
する。

２．事例詳細版

・事例応募時に経営者と応募者で記述する。

・事例DBとして保存する形態とする。

・ITCによる活用と要望のある経営者の閲覧を意識する。

・現事例集のP7の「経営課題」 、P8の「経営改革戦略」および「ITに
よる解決策」を各項目記述の参考とする。 →リーフレットのサブタ
イトルや検索キーにも活用

４．気づき事例集の考え方４．気づき事例集の考え方

応募者情報シート

事例詳細版
（４頁もの）

事例リーフレット版
（２頁もの）

支援者情報

各情報
参照：「Slide7」

事例フェースシート

ITC協会気づき事例WG
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「事例リーフレット版」は 「応募者情報シート」と「フェースシート」及び 「事例詳細版」から編集する。

５．気づき事例集各情報の関連５．気づき事例集各情報の関連

No 項目
フェース
シート

事例リーフレット版

１ 経営課題解決タイトル →→ ２段目にサブタイトル

２ 企業情報 →→
企業名、代表者、所在地、
売上高、従業員、創業、
URL、事業内容

３
社長の困りごと、または、期待
や思い、夢等 →→ 経営課題、目標・期待

４ きっかけは？ →→ 支援施策、目標・期待

５
こうして解決した(結果事例)・、
一歩踏み出した(プロセス事例) →→

対策のポイント、成果、ここ
まで進んだ・これからやる事

６
トップの一言・気づき・今後
の思い →→ 成果、気づき

７ 支援者の紹介 →→
ITC(写真・紹介)、ITC組織、
支援者の一言

８ 課題解決概要 経営改革戦略

９ 課題解決のポイント 経営改革戦略

１０ ＩＴ活用成功のポイント ＩＴ解決策

１１ 活用した公的施策や表彰等 支援施策、（施策紹介）

No 事例詳細版（４０行/頁）

ⅰ 会社概要

ⅱ 経営改革前の状況・課題

ⅲ 経営改革の目標・期待

ⅳ 気づき(解決)プロセス

ⅴ 注目すべきＩＴ活用

ⅵ 活用した支援施策

ⅶ 成果

ⅷ トップの一言

Ⅸ 支援者からの一言

編集

※ No１～７は１頁目、8～11は２頁目、赤字は新項目、青字は変更項目

No 応募者情報

Ａ

応募日付、応募者氏名、ITC
＃、応募者連絡先、事例企業
名、事例企業の情報、公開可
能性

Ｂ 支援情報
箇
条
書
き

箇
条
書
き

箇
条
書
き

ITC協会気づき事例WG
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【応募日付】 事例評価の締め切りに連動

【応募者氏名】 経営者でも良いが、通常はＩＴＣ

【応募ＩＴＣ認定番号】 ＩＴＣが応募した場合に記入

【応募者連絡先】 住所、E-Mail、電話等

【事例企業名】 登記名

【事例企業の情報】 連絡担当者とその連絡先

【公開の可能性】 実名の公開（原則）の確認やセミナー等での事例講演依頼の可能性等

【支援情報】 事例の経営改革を支援した機関、支援者（複数のあり）の情報。機関名、担当者名
及び連絡先、支援施策・表彰等 ←応募者が支援者であっても記入のこと

６．気づき事例の記入要領 ＜応募者情報 シート＞６．気づき事例の記入要領 ＜応募者情報 シート＞

ITC協会気づき事例WG
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【【応募日付】
****年**月**日

【応募者氏名】 経営者でも良いが、通常はＩＴＣ
****（ＩＴＣ）
【応募ＩＴＣ認定番号】 ＩＴＣが応募した場合に記入
０*********Ｃ
【応募者連絡先】 住所、E-Mail、電話等
①自宅 ：〒***－**** 広島県＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 082-***-****
②勤務先：有限会社＊＊＊＊〒***－**** 広島県＊＊＊＊＊＊＊＊ 082-***-****
【事例企業名】 登記名
**************
【事例企業の情報】 窓口担当者とその連絡先、事例のセミナー等での講演の可能性等
窓口担当者：代表取締役社長 *****
事務局 広島県********
【公開の可能性】実名の公開（原則）の確認やセミナー等での事例講演依頼の可能性等
講演依頼は可能
【支援者情報】 事例の経営改革を支援した機関、支援者の情報。機関名、担当者名及び連絡先等 ←応募
者が支援者であっても記入のこと
****（ＩＴＣ） 連絡先は応募者とおなじ

７．気づき事例の記入例 ＜応募者情報 シート＞７．気づき事例の記入例 ＜応募者情報 シート＞

ITC協会気づき事例WG
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【タイトル】 ポイントとなる経営課題解決のタイトル、経営者が読みたくなるような「キャッチコピー」で記述。

【企業情報】 事業内容は数行以下に。ここではIT活用の記述は不要。後日経営者の写真。

【社長の困りごと、または、期待・思い・夢】 本件取り組み前の課題をSWOTや現事例集P7の「経営課題」を参照し
て、極力箇条書きにより経営者の視点（言葉）で記述。 ← 「経営課題」の番号（1～8）も付記

【きっかけは？】 <１.（事例）セミナー、２.相談会等、３.経営者研修会等、４.成熟度診断、５.課題解決コンサル（IT
推進アドバイザー、専門家派遣、顧問契約）、６.補助金活用、７.各種融資活用、８．紹介、９．その他>等も参照し
ながら、取り組みのきっかけや目標や期待を経営者の視点（言葉）で記述。

【こうして解決した（解決事例）・こうして一歩踏み出した（プロセス事例）】 現事例集P8の「経営改革戦略」および
「ITによる解決策」を参照して、箇条書きによる経営者の視点（言葉）での記述。 ←それぞれ番号（1～6）も付記
※プロセス事例は経営戦略のアクションプランが確定し、経営改革プロジェクトが動き出すことが最低必要条件と
する。

【ここまで進んだ・これからやること】 システムの説明ではなく、経営改革の視点で、箇条書きによる経営者の視点
（言葉）での記述。とくにプロセス事例では重要。→リーフレットでは【トップの一言・気づき・今後の思い】に吸収。

【トップの一言・気づき・今後の思い】 経営者が感じたことや経営改革の途中や結果で、何に、どのような気づきが
あったか、支援者への評価等を、コンパクトに経営者の視点（言葉）で記述。

【支援者の紹介】 ITC(写真、自己紹介)・ITC所属組織や支援組織等で、支援者からの一言も記述。

※ 成果事例・プロセス事例で項目名を選択。内容はリーフレット作成時に校正します。

気づき事例の記入要領 ＜事例フェースシート＞気づき事例の記入要領 ＜事例フェースシート＞

ITC協会気づき事例WG
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【タイトル】 ポイントとなる経営課題、および、経営者が読みたくなるような「キャッチコピー」を記載 キャッチコピーは社長の一言がベスト
卸売業が直接販売を始めて売上拡大
～＊＊＊卸売業**社がコンソーシアム結成、ＨＰ開設により売上をあげる～
【企業情報】 事業内容は数行以下にまとめる ここではIT活用の記述は不要 後日経営者の写真が必要
企業名：***********
代表者：代表取締役社長 ****
本社所在地：事務局 広島県*******
売上高（億円、年度）：売上***億円（****年度）
従業員（内、パート等人数）：***人（内パート**人）
創業：****年**
URL：http://www.******
事業内容：①＊＊＊＊機器の卸販売

②＊＊＊設計施工・住宅設備機器設計施工
【社長の困りごと】 本件取り組み前のSWOTや現事例集P7の「経営課題」を参照して、箇条書きにより経営者の視点（言葉）で記述 ← 「経営課題」の番号（1～8）も付記
業界は、安価な輸入品の増加、ピーク時の半分にもなる市場規模の縮小等、厳しい外部環境にさらされているのに、社内では職人を中心とした人材不足、後継者不足によ
り、今後の経営不安がある。経営者セミナーにおいて、ＨＰ開設により、現状を打破しようという機運が高まったが、実現にいたる道筋が描けず、本格的取り組みに至らないで
いた。
←「３．売上の拡大・新規開拓：インターネットによる新規開拓」
【きっかけ】 <１.（事例）セミナー、２.相談会等、３.経営者研修会等、４.成熟度診断、５.課題解決コンサル（IT推進アドバイザー、専門家派遣、顧問契約）、６.補助金活用、７.各種
融資活用、８．紹介、９．その他>等を参照しながら、経営者の視点（言葉）で記述
ＩＴコーディネータとの相談で、ＨＰ開設の方向を確認し、実現の道も各種のＩＴ施策があり、取組みやすくなっていることを知ったこと。コンソーシアムという比較的ソフトな結合
の組織形態があることを知ったこと。
←２．支援センター相談
【こうして解決した対策のポイント】 現事例集P8の「経営改革戦略」および「ITによる解決策」を参照して、箇条書きにより経営者の視点（言葉）で記述 ←それぞれ番号（1～6）も
付記
ＩＴコーディネータである支援センターアドバイザーに相談し、経済産業省の「ＩＴ活用型経営革新モデル事業」活用をめざし、顧問契約でＩＴコーディネータの支援をうけた。経
営戦略から、情報化戦略、ＩＴ導入実施計画、ＲＦＰ（発注仕様書）の作成、システム導入、システム運用に至る各段階にて、一貫してＩＴコーディネータ１～３名の支援を受けた。
（各段階においてＩＴ施策を利用した。）
顧客向け仮想店舗（バーチャルショップ）を開設するのみでなく、仮想事務所を併設して開設することとした。
←「戦略」２．営業・マーケティングへのＩＴ活用、「IT解決策」１．Ｗｅｂ販促：自社Ｗｅｂでの各種販促
【こうして解決した成果】 システム説明ではなく、経営的にみてどうかを、箇条書きにより経営者の視点（言葉）で記述
ＨＰを開設し、当初もくろみの商品販売だけでなく、全国ネットの工事力が評価され始めている。そして、販売力に期待したメーカー、専門商社等からのオファーが増加し、商
品、サービスの品揃えが充実してきた。
コンソーシアムのメンバー会社はスタートの**社から**社に増加し、かつ相互のコミュニケーションが実務レベルで良好にとれている。（仮想事務所）

【トップの一言、および、気づき】 経営者が感じたことや経営改革の途中や結果で、何に、どのような気づきがあったか、支援者への評価等を、コンパクトに経営者の視点（言葉）
で記述
とにかく、前に進むことが出来た。このようなＩＴコーディネータとの出会いがなければ、ＨＰ開設などは夢で終わっていたと思う。ただ、売るためのしくみなどをもう少しつめる
ことも必要だと、今感じている。
【支援者・支援施策】 ＩＴＣ個人の支援、支援組織の場合あり 他に活用した支援施策等の記述
相談はＩＴコーディネータである中小企業・ベンチャー総合支援センターの***アドバイザー、顧問契約は***。
ＩＴコーディネータ、支援施策は、「ＩＴ活用型経営革新モデル事業」を活用。

気づき事例の記入例 ＜事例フェースシート＞気づき事例の記入例 ＜事例フェースシート＞
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【会社概要】 会社の経歴や事業内容を記述する。

【経営改革前の状況・課題】 本件取り組み前の経営外部環境と内部環境（SWOT）や現事例集P7の「経営課題」を
参考にしながら、記述する。経営改革前のIT活用状況も記述する。

【経営改革の目標・期待】 状況により、現事例集P8の「ＩＴ活用・経営改革戦略」を参考にしながら、経営改革前の
課題解決に対する目標・期待（戦略）を人間系とIT系を連携させながら記述する。

【気づき(解決)プロセス】 解決にむけてのきっかけやこうして解決した・一歩踏み出した等やそのプロセスで何に、
どのような気づきがあったかを記述する。 ←現事例集P9の「気づきフェーズ」も参考に課題解決前後の気づき
フェーズやIT経営成熟度診断ツールでの課題解決前後の成熟度を記述する。 ←新・一部追加

【注目すべきＩＴ活用】 結果はどのような状況になったか、現事例集P8の「ITによる解決策」を参考に、経営課題解
決にどのようなIT活用が特に有効であったかを記述する。また、事例がITCプロセスのどのフェーズに該当する
かを記述する。 ←新

【成果】 その成果とはどのような経営課題の解決であったかを現事例集P7の「経営課題」を参考に、可能な限り定
量的に、また、ここまで進んだ、これからやることも経営者の視点(言葉)で記述。 ←一部追加

【トップの一言】 経営者が感じたことや支援者への評価を具体的にお願いする。

【支援者からの一言】 支援者として経営改革の当初や途中や結果において感じたこと、あるいは、気付いたことを
記述する。 ←新

※基本的には、経営者の言葉・立場で記述する。

気づき事例の記入要領 ＜事例詳細版＞気づき事例の記入要領 ＜事例詳細版＞
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気づき事例データベースの検索キー気づき事例データベースの検索キー
参照キーワード 参照したい場合 備考 No

１．事例番号順 事例の掲載順となっています 登録順 ⅰ

２．産業分類順 同業他社の事例企業を参照したい場合 日本標準産業分類を準用 ⅰ

３．地域分類順 身近な地域の事例企業を参照したい場合 ＪＩＳ県コードを準用 ⅰ

４．企業規模 同規模他社の事例企業を参照したい場合 資本金、売上、粗利益、従業員（範囲コード） ⅰ

５．企業名順 企業名より参照したい場合 ５０音順 ⅰ

６．経営課題順
企業の経営課題と同様な事例企業を参照したい場
合

ＩＴ経営教科書の経営課題解決策関連図を適
用（要コード付け）

ⅱ

７．経営改革戦略順
自社の経営改革戦略と同様な事例企業を参照した
い場合

ＩＴ経営教科書の経営課題解決策関連図を適
用（要コード付け）

ⅳ

８．ＩＴによる経営
課題解決策順

ITを活用した経営課題解決事例企業を参照したい
場合

ＩＴ経営教科書の経営課題解決策関連図を適
用（要コード付け）

ⅴ

９．経営者の気付き
フェーズ順

ITを活用して経営課題が解決される前後の経営者
のＩＴ経営気付きフェーズを参照したい場合

ＩＴ経営教科書のＩＴ経営気付きフェーズ図を適
用（要コード付け）

ⅳ

10．IT経営成熟度
ITを活用して経営課題を解決する前後のＩＴ経営成
熟度を参照したい場合

IT経営成熟度診断ツール活用あるいは経営者
自己診断での成熟度

ⅳ

11．ITCプロセス
ITCプロセスの参照したいフェーズに該当する事例
を検索したい場合

ITCプロセスのコード付け（複数のコードにリン
クあり）

ⅳ

12．ITC組織
ＩTC組織（各種支援組織、中小企業I診断士などの
支援機関の追加可）を参照したい場合

地域別にコード付け Ｂ

13．ITC
支援を得たいITCがどのような事例の経験をしてい
るのかを参照したい場合

ＩＴＣ協会のプロフィルにリンク、複数のITCが支
援した場合も個別にリンク、

Ｂ

14．活用した公的施策
や表彰等

どのような施策が利用できるかを参照する場合 地域・年度別にコード付け Ｂ

※「10．ITC順」はITCの実務経験に連動、 ”No”とは、「Slide6各情報の関連」中の項目番号
ITC協会気づき事例WG


